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３月８日（金）、１年生を対象に長崎県内１３企業・事業所の 

ご担当者様をお招きし、企業説明会を実施しました。生徒たちは  

自身の進路希望に照らし合わせて選択した企業からの説明に耳を  

傾け、仕事内容やそのやりがいを学ぶとともに、地元の魅力を新  

たに発見することができたようです。説明会に参加いただきまし  

た。各企業の皆様方に深くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 このたびの人事異動により、下記の先生方が島原高校（全日制）を離･退任されることにな
りました。これまで島原高校のためにご尽力いただいたことに感謝するとともに、今後のご
多幸とご活躍を祈念いたします。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医学科２名合格 薬学部２名合格 

 今年度の合格状況（３月１０日現在、延べ人数） 

〇国立大学４８名   〇公立大学２５名  〇私立大学１４９名 

〇短期大学３名    〇準大学１名    〇専門学校１０名 

この記事を書く時は、国公立大学後期試験（３月１２日実施 ３月２０～２２日合格 

発表）の発表がまだの状態です。昨年度は国公立大学中期後期試験で合格を勝ち取った  

卒業生が１４名でした。今年度も納得できる進路決定の為に最後まで頑張りました。 

 

 

 

 

「事実か 意見か」 

  
 
 

 

２月２９日に卒業記念品贈呈式、表彰式、同窓会入会式を、 

３月１日には第 76 回卒業証書授与式を挙行し、普通科 144 名、 

理数科 27 名、合計 171 名の生徒たちが３年間の島原高校での 

生活を終えて旅立っていきました。この学年は新型コロナウイル  

ス感染症の影響があったにも関わらず、学習や部活動、学校行事  

など、全力で取り組み、人間的にも逞しく成長しました。本校で  

培った島高魂を胸に、21 世紀の旗手として輝かしい未来を切り拓 

いてくれることを祈っています。 

 

岩橋 順弘  校長  長崎北高校へ   清丸 峻  先生  佐世保工業高校へ 
石橋 明   事務長 口之津中学校へ  原田 哲  実習助手 鹿町工業高校へ 
坂瀬 健太郎 先生  長崎西高校へ   外園 千春 主任  諫早東高校へ 
白壁 泰幸  先生  清峰高校へ    蒲地 春奈 主事  北松西高校へ 
阪本 寿伸  先生  長崎北高校へ   有馬 博之 先生  西陵高校へ 
本多 敏高  先生  奈留高校へ    ブラウニング・ヘイリー アン 先生  ご退職 
村山 珠緒  先生  佐世保中央高校へ 大嶌 邦子 先生  ご退職 
小野 大輔  先生  対馬高校へ  

３学年主任 村上 嘉則

職員室から 

「①ウシくんはけちだ。②誕生日に本をくれた。③きたない本だった。④『何回も読んだ
よ。』と言った。⑤読みあきた本をくれるとは、本当にけちだ。」 

（NHK 教育 『わかる国語 読み書きのツボ（５・６年）』 より） 
ウシとカエルの動物 2 匹からなる日本のお笑い「コンビ」パペットマペットが出演す

る上記番組中で示されたカエルくんの書いた文章。 
「ウシくんはけちだと思いますか。」文章を読んだ小学生が意見を求められると、ほと

んどが「ウシくんはけちだと思う。」と答えた― 
 
本稿をお読みいただいている皆さんはどういう意見をお持ちだろうか。  
ウシくんはやはりけちなのか。それとも…。番組は続く。  

 
―冒頭の①～⑤の文章を、「事実」と「意見」に分けるタスクが課されると、児童は考え
を交わしながら、①③⑤が意見、②④が事実と概ね見分けることができた。再び「ウシく
んはけちだと思いますか。」と問われると、誰も手を挙げなかった… 
 
 この意見の変化はまぎれもなく、思考の修正がなされた結果もたらされたものである。
当初は事実と意見が混ざった文章を鵜呑みにしたため、⑤のように不確かな根拠と結論に
対して異議を唱える児童はいなかった。しかし、いったん情報を整理して改めて理解に努
めると、「何回も読んだということはおもしろかったということで、その本をカエルくん
にあげたということは、けちじゃないと思う。」や、「本がきたないというのも、ウシく
んがけちだというのも「意見」だから本当はどちらなのかわからない。」といった意見が
出るようになった… 
  
この番組を通して感銘を受けたのは、ちょっとした工夫を加えるだけで子どもたちが

「事実に基づいて客観的に考える」ようになったことだ。その工夫がなければ、冒頭のよ
うに不確かな根拠でウシくんをけちだと結論付けたまま、それが先入観となり、やがて嫌
悪感を伴う偏見を持ってしまいかねなかっただろう。画面に映る子どもたちは、ウシくん
がけちだという思い込みを乗り越えてのびのびと思考しているように思えた。  

 
世の中にはこうした偏見やフェイクニュースに代表されるような間違った情報、さらに

視聴者や読者を刺激するような極端なニュースが無数にある。A I がそういったものを元
に文章などを生成することも大いにあり得る。できることなら番組の子どもたちのよう
に、そういったものにとらわれずのびのびと思考して生きていきたいものだ。そうあるた
めには、事実に基づいて世の中を見る力、言い換えれば、何が事実か見抜く力を高めてい
かなければならない。島高生の皆さんにできることは島高での学びをとおして知識・技能
を身につけ、思考力を高めていくことだ。高校での学習内容に無駄なことなんてひとつも
ない（このことはまぎれもない事実である）のだから。 
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１０月開催競技 期日 会場 

弓道   男・女 10/17～10/18 島原市霊丘公園体育館・弓道場、島原高校弓道場 

テニス  男・女 10/17～10/19 佐世保市総合グラウンドテニスコート 

ソフトテニス 男・女 10/17～10/19 長崎市総合運動公園かきどまり庭球場 

体操   男・女 10/31～11/1 長崎県立総合体育館メインアリーナ 

卒業生代表答辞(田淵綱二朗君) 


